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	研究ラウンジ
	第1回
	創薬研究所の設立を目指して －医学部からのシーズ紹介－
	◆ はじめに：医薬品・医療機器の実用化に向けて
	◆ DAMPs標的化の最前線：病態指標のモニタリングと    次世代急性期治療
	◆ 脳梗塞急性期に対する新規脳保護薬の開発
	◆ 凝集体形成と細胞間伝播に対する    α-シヌクレイン抗体の作用機序
	◆ 化学修飾型microRNAによる次世代核酸医薬の開発  　 ― 多分子制御が拓く医薬連携研究 ―

	7/2
	（木）
	17:00～  19:00
	＠本部キャンパス 地下食堂





